
静岡県立掛川西高校パソコン部は2017年から掛川城でプロジェクションマッピングを行っています。「日頃応援
してくれている掛川市の地域活性化を高校生自らの手で行いたい」、という思いで始まりました。掛川城で８回
行っているこのイベントは、高校生が企画、準備、プロジェクションマッピングの作成、当日の運営といったすべての
活動を行っています。
この取り組みのポイントは以下の二つです。
一つ目は、学校外の機関と連携したプロジェクションマッピングによる地域活性化です。持続可能な地域活性
化を模索して、市役所、第三セクター（かけがわ街づくり株式会社）、地元企業、国内外の学校と連携しながら
行っています。またSNSやHPを活用した発信や世界（インドネシア・タイ・韓国と映像制作をコラボ）と繋いだ遠隔
ビデオ会議（Zoom）などの活用を通して高校生の多様な学びとなっています。
二つ目はプロジェクションマッピングやイベント開催のスキルを

どのように地域に普及するのかということです。全国的な地域
活性化を目指して小中高校生に「プロジェクションマッピングや
イベント開催のスキル」を普及する活動も行っています。つまり
本校生徒が他者への伝達を通して成長するのみならず、他校
や地域の小中学生が成長することも視野に入れています。こ
のようにSociety5.0に向けた科学イノベーションの創出を担う人
材育成の一助として普及、発展することを目的としています。

防災ママかきつばたは、乳幼児親子を対象に防災啓発活動に取り組む市民団体です。
いつ起こるか分からない大地震。一人でも多くの親子のみなさんに、防災・減災について知って、備える大切さを
伝えています。
防災意識の低さが問題視されていますが、何を取り組んでいいのか分からない、学べる場が少ないことが課題で
す。さらには、乳幼児の親子が参加できる防災の勉強会は少ないです。
当団体は、キッズスペースや託児を設け、親子で参加できるよう企画・実現しており、コロナ対策の現在では、いちは

やくオンラインツールを取り入れ、2020年3月11日には60名以上を集めて防災講演会をオンラインで行いました。2020
年ではオンラインを活用し、256回活動、延べ2661名に向けて防災啓発を行うことができました。その中で、ご協力して
いただきました、企業・行政・教育機関・親子、地域のみなさま・防災関係者のみなさまには感謝でいっぱいです。
新たに、FacebookLIVEを活用したライブ配信を毎週1回行い、オンラインで防災の大切さを気軽に発信し、視聴
者の質問にもリアルタイムで答える場を作っています。
また、活動しているスタッフ自身の自己成長を促し女性の社会進出、社会起業家として成長できる土台作りの場に

もなっていると思います。
このように、乳幼児親子が学ぶだけではなく、そ
の学んだ内容を体験・実践できる場を作り、防災意
識を高め、地域のつながりを強くし、親子から地域
全体で自助・共助ができる社会を目指しています。
今後も、今回の受賞を励みとして、すべての親
子のみなさんが防災・減災に取り組めるよう、産官
学民そしてママ連携で、協働して進めていきます。

地域や世界とコラボした掛川城プロジェクションマッピング

掛川とインドネシアの高校生がオンラインでミーティング

防災の絵本「ちきゅうくんのくしゃみ」を制作し、防災講座に取り入れています
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時代に合わせて、柔軟に活動しています

静岡県立掛川西高校パソコン部
〒436－0054　静岡県掛川市城西１－１－６
TEL 0537－22－7165
URL http://www.edu.pref.shizuoka.jp/kakegawanishi-h/home.nsf/IndexFormView?OpenView

高校生が主体的に地域活性化！
掛川城プロジェクションマッピング

防災ママかきつばた
URL https://ameblo.jp/bosaimama/

「子育てママがつなぐ、防災まちづくり」
産官学ママ連携で、助け合いができるまちへ
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